
（１） 

第
十
六
回 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
総
会
を
開
催 

 

 

平
成
二
十
三
年
五
月

二
十
八
日
（
土
）、
ア
イ

リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、

名
古
屋
市
建
築
協
定
連

絡
協
議
会
平
成
二
十
三

年
度
（
第
十
六
回
）
総

会
を
開
催
し
、
更
新
地

区
を
含
む
二
十
五
地
区

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
一
部
で
は
、
活
動

報
告
と
し
て
、「
平
成
二

十
二
年
度
連
絡
協
議
会

の
活
動
報
告
」
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
号
議

案
「
平
成
二
十
三
年
度
活
動
計
画
（
案
）」
及
び
、
第
二

号
議
案
「
平
成
二
十
三
年
度
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
役

員
補
充
選
任
（
案
）
」
の
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
、
講
師
に
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー
専
任

研
究
員
の
杉
山
正
大
氏
を
お
招
き
し
、「
名
古
屋
の
ま
ち

づ
く
り
の
歩
み
～
歴
史
観
察
の
楽
し
み
～
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。（
２
・
３
面
に
掲
載
） 

   

■
日
常
か
ら
協
定
活
動
の
活
性
化
が
大
切 

建
築
協
定
連
絡
協
議
会
会
長 

伊
藤
政
行   

 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
総
会
は
、
平
成
八

年
か
ら
今
回
で
十
六
回
目
と
な
り
、
私
は
平
成
二
十
年

か
ら
会
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
で
四
年
目
と

な
り
ま
す
。 

平
成
八
年
の
本
協
議
会
の
立
ち
上
げ
の
と
き
に
は
二

十
六
地
区
で
し
た
が
、
現
在
で
は
四
十
二
地
区
と
大
き

く
増
え
て
お
り
ま
す
。
協
定
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、
地

区
内
で
紛
争
が
起
こ
っ
た
時
だ
け
建
築
協
定
の
活
動
が

行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
い
か
に
組
織
を
活

性
化
し
て
い
く
か
と
い
う
事
に
意
識
を
置
い
て
、建
築
協

定
に
つ
い
て
の
日
常
活
動
を
大
い
に
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

協
議
会
役
員
も
役
員
会
の
開
催
な
ど
決
ま
っ
た
こ
と

だ
け
で
な
く
、
事
前
協
議
や
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、協
定
地
区
の
皆
様
方
の
ご
協
力
が

あ
り
ま
せ
ん
と
、建
築
協
定
の
活
性
化
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 ■
災
害
時
に
も
日
常
の
街
づ
く
り
活
動
が
有
効 

住
宅
都
市
局
建
築
指
導
部
長 

伊
藤 

誠 

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
地
震
に
よ
り
、現

在
も
ま
だ
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
と
き
に
も
、日
常
か
ら
の
街
づ
く
り
活
動
が

役
に
立
ち
ま
す
。
阪
神
大
震
災
で
は
、
被
災
前
か
ら
街
づ

く
り
活
動
を
し
て
い
た
地
区
は
復
興
が
早
か
っ
た
そ
う

で
す
。
近
隣
と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
相
互
扶
助
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
街
づ
く
り
活
動
の
経
験
か

ら
、
復
興
に
早
く
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
方
は
、
ま
さ
に
そ
の
活
動
の
実

践
者
で
あ
り
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

現
在
、
名
古
屋
市
で
は
四
十
二
の
建
築
協
定
が
あ
り

ま
す
が
、
締
結
協
議
中
で
あ
る
地
域
も
い
く
つ
か
あ
る

と
伺
っ
て
お
り
ま
す 

皆
様
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
と
こ
の
連
絡
協
議
会

の
活
動
が
益
々
盛
ん
に
な
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
実
現
し
ま
す
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。 

 ■
平
成
二
十
三
年
度
連
絡
協
議
会
活
動
計
画 

総
会
に
て
、
次
の
よ
う
に
二
十
三
年
度
の
活
動
計
画

が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

一 

会
員
間
の
情
報
交
換
、
啓
発
活
動
と
し
て
、
総

会
・
勉
強
会
・
全
地
区
委
員
長
会
議
を
実
施
し
、
ま
た

機
関
紙
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
を
行
な
う
。 

二 

各
地
区
へ
の
連
絡
協
議
会
の
協
力
と
し
て
、
紛

争
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
の
協
力
、
新
規
締
結
、
更
新

手
続
へ
の
協
力
を
行
な
う
。 

三 

建
築
協
定
の
Ｐ
Ｒ
普
及
活
動
と
し
て
、
事
前
協

議
制
度
徹
底
の
た
め
の
活
動
、
一
般
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
、

普
及
活
動
を
行
な
う
。 

活
動
日
程
は
左
表
に
示
し
ま
す
が
、
具
体
的
活
動
に

つ
い
て
は
幅
広
く
会
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
実
施

し
ま
す
。

平成 23 年度 協議会活動日程予定

活 動 内 容 実 施 時 期 

第 1 回役員会 平成 23 年 4 月 
第 16 回総会 平成 23 年 5 月 
機関紙づくり 平成 23 年 5 月～8 月 
第 2 回役員会 平成 23 年 6 月 
機関紙の発行 平成 23 年 8 月 
第 3 回役員会 平成 23 年 8 月 
勉強会 平成 23 年 9 月～11 月

第 4 回役員会 平成 23 年 10 月 
建築協定ＰＲ活動 平成 23 年 11 月～12 月

第 5 回役員会 平成 24 年 1 月 
全地区委員長会議 平成 24 年 3 月 
第 6 回役員会 平成 24 年 3 月 
  ※ 協定ニュースレター発行（随時） 

平成 23 年度 協議会役員 

役 職 氏  名 地  区  名  等 

会 長 伊藤 政行 味鋺東地区(北区) 

副会長 鬼頭 國二 みどりヶ丘東地域(緑区) 

副会長 島本 昌彦 みどりヶ丘北地域(緑区) 

幹 事 齋藤 勝 徳川一丁目前ノ町地区(東区)

幹 事 河本 一郎 鳴海町南荘(緑区) 

幹 事 藤澤 健一 鳴子町５丁目東地区(緑区) 

幹 事 榊山不二夫 滝子町(昭和区) 

顧 問 住宅都市局建築指導部長 

八 
建築協定 第20号

街 づ く り な ご や
●平成23年8月10日発行 

●名古屋市建築協定連絡協議会 

●事務局／名古屋市住宅都市局建築指導課内

 〒460-8508名古屋市中区三の丸3-1-1 

第一部 

総 

会 



（２） 

明治開業の名古屋駅旧駅舎

昭和開業の名古屋駅新駅舎

第
二
部
で
は
、
都
市
計
画
の
専
門
家
と
し
て
、
長
年
に
わ
た

っ
て
名
古
屋
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
現
在
、

名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー
に
て
都
市
計
画
史
の
編
纂
に
従
事
さ
れ

て
い
る 

杉
山
正
大
氏
を
お
招
き
し
て
、
「
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く

り
の
歩
み
～
歴
史
観
察
の
楽
し
み
～
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

建
築
協
定
は
、
市
民
が
身
近
に
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
名
古
屋
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
の
歴
史
や
経
緯
を
理
解
で
き

れ
ば
、
よ
り
活
動
の
励
み
に
な
る
と
考
え
、
今
回
の
講
演
会
を

企
画
し
た
も
の
で
す
。 

講
演
概
要 

建
築
史
家
や
小
説
家
・
芸
術
家
た
ち
の
ユ

ニ
ー
ク
な
活
動
で
知
ら
れ
る
「
路
上
観
察
学
」

の
視
点
で
作
成
い
た
だ
い
た
ス
ラ
イ
ド
と
そ

の
解
説
に
よ
り
、
歴
史
を
楽
し
む
観
点
で
名

古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。 講

演
の
内
容
は
、
①
古
代
か
ら
の
歴
史
と

そ
の
変
遷
を
辿
り
、
ど
の
よ
う
に
現
在
の
名

古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。

を
中
心
に
、
②
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
、
③
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の

建
築
協
定
の
役
割
、
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

以
下
に
、
当
日
の
興
味
深
い
お
話
し
の
一

部
を
ス
ラ
イ
ド
順
に
そ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

近
代
都
市
計
画
以
前
の
名
古
屋 

【
古
代
】
伊
勢
湾
は
、
岐
阜
付
近
ま
で
拡
が
る
湖(

左
図) 

そ
の
後
の
陸
地
化
を
経
て
現
在
の
湾
の
形
に 

縄
文
時
代
に
日
本
で
発
生
し
た
海
水
面
の
上
昇
（
縄
文
海
進
）

に
よ
り
、
古
代
の
尾
張
地
域
は
海
面
下
だ
っ
た
こ
と
を
、
既
に

江
戸
時
代
に
は
把
握
さ
れ
て
お
り
、
枇
杷
島
、
津
島
、
長
島
な

ど
は
文
字
通
り
「
島
」
だ
っ

た
こ
と
が
資
料
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
東
京
縄
文
時
代
の

社
寺
は
、
台
地
縁
辺
部
に
立

地
し
て
い
た
と
さ
れ
る
説

と
同
じ
よ
う
に
、
名
古
屋
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
名
古
屋

城
」
は
熱
田
層
と
い
う
台
地

の
北
端
、
「
熱
田
神
宮
」
は

そ
の
南
端
で
沖
積
層
（
谷
部

に
堆
積
し
た
地
質
学
上
最

新
の
地
層
）
と
接
し
て
い
ま

す
。 

【
中
世
】
名
古
屋
に
、
多
く
の
「
荘
園
」
が
開
設 

平
安
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
は
、
貴
族
や
社
寺
の
私
的
な

領
有
地
で
あ
る
「
荘
園
」
が
、
現
在
の
地
名(
那
古
野
、
八
事
、

鳴
海
、
小
田
井
、
則
武
な
ど)

を
数
多
く
残
す
か
た
ち
で
立
地
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
西
部
に
位
置
す
る
富
田
荘
（
戸
田

荘
）
は
、
教
科
書
に
も
記
述
さ
れ
る
ほ
ど
歴
史
的
に
有
名
な
も

の
で
す
。 

【
近
世
】
碁
盤
割
区
画
の
城
下
町 

３
間
道
路
に
よ
る
碁
盤
割
区
画
で
形
成
さ
れ
て
い
た
城
下
町

を
襲
っ
た
万
治
の
大
火
を
契
機
に
、
堀
切
筋(

長
者
町
～
久
屋

町)

が
道
幅
３
間
か
ら

間
に
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
。 

碁
盤
の
道
は
、
南
北
を
「
通
」
東
西
を
「
筋
」(

大
阪
は
逆)

と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
に
囲
ま

れ
る
整
形
の
街
区
は
、
中
心

部
に
会
所
地
を
も
つ
キ
ネ
型

町
割(

下
図)

を
形
成
し
て
い

ま
し
た
。
一
つ
の
街
区
は
最

大
４
つ
の
町(

Ａ
～
Ｄ
）
に
分

か
れ
、
一
つ
の
町
は
道
を
挟

ん
だ
両
側
で
形
成
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
町
名
区
分
の
原

型
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

近
代
へ
の
脱
皮 

【
鉄
道
駅
、
名
古
屋
駅
前
区
画
整
理
と
桜
通
の
整
備
】 

明
治
以
降
、
都
市
の
構
造
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の

が
鉄
道
で
す
。
名
古
屋
駅
に
次
い
で
千
種
駅
が
開
業
さ
れ
る
と
、

双
方
を
繋
ぐ
か
た
ち
で
碁
盤
割
の
幹
線
道
路
が
東
西
に
延
伸

(

現
在
の
広
小
路
通
及
び
国
際
セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら
名
古
屋
駅

へ
の
斜
め
の
道
路)

さ
れ
ま

し
た
。当
初
の
名
古
屋
駅
は
、

現
在
の
笹
島
付
近
に
あ
り
、

そ
の
後
昭
和

年
に
ほ
ぼ

現
在
の
位
置
に
移
転
し
て

い
ま
す
。(

下
写
真)

 

な
お
、
新
駅
舎
前
の
桜
通

は
、戦
前
の
土
地
区
画
整
理

か
ら
戦
後
の
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
へ
と
引
き
継

が
れ
整
備
さ
れ
た
も
の
で

す
。現
在
に
も
見
ら
れ
る
銀

杏
並
木
の
２
列
の
分
離
帯

は
、
当
時
の
牛
馬
車
と
自
動
車
を
分
離
す
る
た
め
の
も
の
で
、

少
し
前
に
整
備
さ
れ
た
大
阪
の
御
堂
筋
に
な
ら
っ
て
い
ま
す
。 

２ 

１ 
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名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー 

専
任
研
究
員 

杉
山 

正
大 

氏 
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み 

～
歴歴
史史
観観
察察
のの
楽楽
しし
みみ
～ 

講
演
会 

第二部 

講師プロフィール 

名古屋市中村区生れ 

東京大学工学部都市工学科を卒業され、名古屋市に入庁、
総務局を経て、都市計画に係る要職を歴任 

住宅都市局市街地整備部長を最後に定年退職され、現在、
名古屋都市センター専任研究員としてご活躍 



（３） 

敷地レベルの計画都市レベルの計画

都市計画法 建築基準法 

地区計画など 建築協定など 

街区レベルの計画

の必要性 

市民・住民の 

自主的なまちづくり

【
市
電
路
線
の
拡
大
と
廃
止
】 

名
古
屋
市
内
で
か
つ
て
走
っ
て
い
た
市
電
は
、
明
治
時
代
に

主
に
名
古
屋
電
気
鉄
道(

現
名
鉄)

に
よ
っ
て
建
設
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
な
か
で
も
最
初
の
久
屋
町
～
笹
島
町
区
間
は
、
日
本

で
は
京
都
に
次
ぎ
２
番
目
に
開
通
さ
れ
た
路
面
電
車
で
す
。 

そ
の
後
、
路
線
網
の
拡
大
は
、
大
正
か
ら
昭
和
の
時
代
へ
と

続
き
ま
し
た
が
、
一
部
路
線
に
お
い
て
は
、
戦
前
か
ら
廃
止
が

始
ま
り
、
昭
和

年
３
月
を
も
っ
て
市
内
を
走
る
市
電
が
姿
を

消
し
ま
し
た
。 

 

都
市
計
画
制
度
の
誕
生 

【
大
正
末
期
に
最
初
の
用
途
地
域
や
街
路
を
指
定
】 

大
正
９
年
に
都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、

建
築
協
定
と
の
関
係
が
深
い
用
途
地
域
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
初
は
商
業
・
住
居
・
工
業
と
い
う
大
き
な
区
分
だ
け
の
も
の

で
、
商
業
地
域
に
は
現
在
の
中
心
地
の
他
に
、
市
西
部
と
港
の

一
部
（
遊
郭
）
が
飛
地
的
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
時
期
に
最
初
の
街
路
網
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
環

状
線
を
始
め
と
し
た
現
在
の
幹
線
道
路
の
骨
格
の
お
お
む
ね
が

こ
の
時
代
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

復
興
都
市
計
画
と
区
画
整
理 

【
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
道
路
と
平
和
公
園
の
整
備
】 

名
古
屋
市
は
、
戦
時
中
の

回
の
空
襲
に
よ
り
、
市
域
の
約

四
分
の
一
が
焼
失
（
左
図
の
濃
い
部
分
が
焼
失
範
囲
）
し
ま
し

た
。
そ
の
中
、
終
戦
間
も
な
い
昭
和

年
３
月
に
は
、
復
興
計

画
の
基
本
が
示
さ
れ
、
戦
後
の
復
興
都
市
計
画
を
原
型
と
し
て

今
日
の
ま
ち

づ
く
り
へ
繋

げ
ら
れ
ま
し

た
。 

当
時
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
範
囲
は
、
東
京
の
３
倍
以
上
、

大
阪
の
約
２
倍
の
規
模
を
有
し
、
２
本
の
百
メ
ー
ト
ル
道
路(

現

在
の
久
屋
大
通
り
、
若
宮
大
通
り)

と
新
堀
川
の
空
間
に
よ
り
、

大
火
災
の
延
焼
を
防
止
す
る
も
の
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
の
平
和
公
園
は
、
こ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
る
墓
地
の
移
転
先
と
し
て
、
事
業
区
域
か
ら
飛
地
的
に
東
部

丘
陵
地
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

            

 

地
下
鉄
計
画
の
変
遷 

【
戦
前
か
ら
地
下
鉄
を
計
画
】 

高
速
度
鉄
道(

地
下
鉄)

は
、
早
く
も
戦
前
か
ら
計
画
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
実
現
で
き
ず
、
戦
後
の
昭
和

年
の
都
市
計
画
決

定
を
経
て
整
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
計
画
で
は
、
東
山

線
は
、
名
古
屋
駅
東
部
に
お
い
て
錦
通
り
中
央
部
を
鉄
道
敷
と

す
る
高
架
で
、
国
鉄
名
古
屋
駅
の
零
番
線
ホ
ー
ム
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
変
更
さ
れ
現
在
の
地

下
式
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

 

都
市
高
速
道
路
計
画
の
変
遷 

【
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
計
画
変
更
】 

都
市
高
速
道
路
計
画
は
、
昭
和

年
の
都
市
計
画
決
定
を
経

た
後
、
そ
の
時
ど
き
の
事
業
に
対
す
る
情
勢
に
応
じ
て
計
画
を

見
直
し
な
が
ら
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

今
日
の
都
心
ル
ー
プ(

中
心
部
の
外
周
ル
ー
ト)

は
、
当
初
２

層
式
の
双
方
向
で
あ
っ
た
も
の
を
一
方
通
行
に
、
ま
た
名
古
屋

Ｉ
Ｃ
へ
向
か
う
路
線
の
ル
ー
ト
や
構
造
等
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

 

建
築
協
定
の
意
義
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り 

【
街
区
レ
ベ
ル
の
計
画
と
し
て
の
重
要
性
】 

建
築
す
る
際
に
は
敷
地
が
あ
り
、
そ
の
敷
地
レ
ベ
ル
の
計
画

と
し
て
建
物
の
用
途
や
構
造
、
敷
地
に
対
す
る
配
置
な
ど
に
つ

い
て
、
建
築
基
準
法
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
都
市
レ

ベ
ル
の
計
画
と
し
て
道
路
や

公
園
・
下
水
道
施
設
等
の
配
置

や
事
業
化
が
都
市
計
画
法
に

よ
る
合
意
形
成
の
も
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
敷
地
と
都
市
の
中

間
段
階
で
あ
る
街
区
レ
ベ
ル

の
計
画
に
お
い
て
、
近
隣
住
民

が
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
有
る

ル
ー
ル
を
定
め
自
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
と

し
て
、
建
築
基
準
法
か
ら
の
流

れ
で
建
築
協
定
、
都
市
計
画
法

か
ら
地
区
計
画
な
ど
が
あ
り
、

双
方
と
も
今
日
に
お
け
る
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

【
こ
れ
か
ら
は
縮
退
化
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
】 

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
名
古
屋
市

で
は
駅
周
辺
に
生
活
施
設
を
集
約
す
る 

駅
そ
ば
生
活
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
環
境
問
題
や
省
エ
ネ
に

対
処
す
る
「
低
炭
素
社
会
」、
名
古
屋
市
が
進
め
る
歴
史
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
「
都
市
の
個
性
」
、
建
築
協
定
に
み
ら
れ
る

「
参
加
と
協
同
」
に
加
え
「
防
災
」
の
観
点
が
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

☆
☆
感
想
☆
☆ 

視
覚
的
に
楽
し
み
な
が
ら
興
味
深
い
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
も
う
少
し
詳
し
い
お
話
し
を
と
思
う
場
面
が

あ
る
ほ
ど
、
中
身
の
濃
い
多
く
の
話
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

21
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スライドと解説による講演の様子
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事
務
局
よ
り 

 

 

 
■
新
任
役
員
の
お
知
ら
せ 

 

今
回
の
総
会
で
、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
三
年
度

建
築
協
定
連
絡
協
議
会
役
員
補
充
選
任
（
案
）
」
が
承

認
さ
れ
、
新
た
に
役
員
と
し
て
榊
山
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
二
十
三
年
度
の
み
の
一
年
間
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
都
市
局
建
築
指
導
部
長
の
伊

藤
氏
が
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

■
新
任
役
員
の
挨
拶 

（
新
任
）
榊
山 

不
二
夫
（
滝
子
町
） 

こ
の
度
、
名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
の
役
員

に
選
任
さ
れ
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
共
、
滝
子
町
建
築
協
定
区
域
は
平
成
二
十
年
九
月

二
十
九
日
に
認
可
を
受
け
ま
し
た
。 

建
築
協
定
を
締
結
す
る
運
動
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
は
、
平
成
十
九
年
三
月
、
突
然
住
宅
地
の
ど
真
ん
中

に
九
階
建
て
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
が
計
画
さ

れ
、
周
辺
住
民
が
一
致
団
結
し
て
反
対
運
動
を
展
開
し
、

約
一
年
半
後
に
こ
の
建
設
計
画
を
断
念
さ
せ
ま
し
た
。 

こ
の
住
民
運
動
を
通
じ
て
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
良

好
な
住
環
境
を
破
壊
す
る
よ
う
な
建
設
計
画
が
起
こ

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
「
建
築
協
定
」
を
結
ぼ
う
と
、
こ

の
区
域
の
三
町
内
会
に
呼
び
か
け
、
「
滝
子
町
建
築
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

建
築
協
定
の
理
念
は
、
「
住
民
が
居
住
環
境
や
土
地

利
用
を
自
ら
の
意
志
に
基
づ
い
て
つ
く
り
だ
し
て
い

こ
う
、
住
環
境
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
、
住
民
が
主
体

に
な
っ
て
街
づ
く
り
を
し
よ
う
」
と
い
う
趣
旨
で
す
。 

現
在
、
名
古
屋
市
内
に
は
四
十
二
カ
所
の
建
築
協
定

締
結
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
千
種
区
、
昭

和
区
、
瑞
穂
区
の
よ
う
な
旧
来
の
住
宅
地
と
、
緑
区
の

よ
う
な
新
興
住
宅
地
に
集
中
し
て
い
ま
す
。 

低
層
の
住
宅
地
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
地
域
、
商
業
施

設
の
多
い
地
域
と
、
各
地
域
に
は
違
っ
た
特
色
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
に
も
多
く
の
住
民
が
住
ん
で
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
む
住
民
が
、
建
築
協
定
の
理

念
を
生
か
し
た
街
づ
く
り
に
取
組
め
る
よ
う
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。 

■
協
定
の
現
況
（
平
成
二
十
三
年
六
月
末
現
在
） 

地 

区 
 

四
十
二
地
区 

協
定
者 

 

約
四
七
〇
〇
人 

面 

積 
 

約
九
十
六
万
㎡ 

■
協
定
地
区
の
紹
介 

 

（
平
成
二
十
二
年
八
月
～
平
成
二
十
三
年
七
月
分
） 

○
更
新
地
区 

《
な
か
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
》 

・
所

在

地 

中
川
区
助
光
二
丁
目 

・
認 

 

可 

平
成
二
十
二
年
八
月
十
八
日 

・
有
効
期
間 

五
年
間
（
自
動
更
新
条
項
あ
り
） 

《
み
ど
り
ヶ
丘
東
地
域
》 

 

・
所

在

地 

緑
区
ほ
ら
貝
二
丁
目
・
三
丁
目 

 

・
認 

 

可 
平
成
二
十
二
年
十
月
七
日 

 

・
有
効
期
間 

五
年
間
（
自
動
更
新
条
項
あ
り
） 

○
自
動
更
新
地
区 

《
極
楽
三
丁
目
地
区
》 

 

・
所
在
地 

名
東
区
極
楽
三
丁
目 

 

・
更
新
日 

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
八
日 

 

・
期 

間 

十
年
間 

《
東
井
の
元
町
》 

 

・
所
在
地 

瑞
穂
区
井
の
元
町 

 

・
更
新
日 

平
成
二
十
二
年
十
月
六
日 

 

・
期 

間 

十
年
間 

■
更
新
を
迎
え
る
地
区 

（
平
成
二
十
三
年
六
月
末
現
在
） 

平
成
二
十
三
年
度
に
更
新
（
自
動
更
新
を
含
む
）

を
迎
え
る
地
区
は
次
の
通
り
で
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
更
新

手
続
き
を
行
う
た
め
に
早
め
の
準
備
を
心
が
け
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
（
併
記
の
日
付
は
、
協
定
期
限
を

示
し
て
い
ま
す
。） 

更
新
地
区 

・
内
方
町 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
七
日 

・
若
水
・
辰
甫
・
田
代
地
区 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
六
日 

自
動
更
新
地
区 

・
大
屋
敷
地
区 平

成
二
十
三
年
七
月
十
三
日 

・
グ
ロ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
野
並
南 

平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
日 

・
南
明
町
三
丁
目 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
日 

・
高
社
一
丁
目
北
地
区 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
日 

■
隣
接
地
加
入
状
況(

平
成
二
十
二
年
度) 

・
味
鋺
東
地
区 

 
 
 
 
 
 
 

二
件 

・
み
ど
り
ヶ
丘
東
地
域 

 
 
 
 

二
件 

・
極
楽
三
丁
目
地
区 

 
 
 
 
 

一
件 

・
戸
部
町
南
部
地
区 

 
 
 
 
 

三
件 

・
み
ど
り
ヶ
丘
南
地
域 

 
 
 
 

二
件 

・
み
ど
り
ヶ
丘
萩
ヶ
丘 

 
 
 
 

五
件 

・
見
附
第
一
町
内 

 
 
 
 
 
 

一
件 

・
萩
ケ
丘
西 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
件 

■
現
在
検
討
中
の
地
区 

昭
和
区
、
瑞
穂
区
、
緑
区
に
お
い
て
、
新
規
締
結
に

向
け
て
検
討
中
の
地
区
が
あ
り
ま
す
。 

■
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
等
に
つ
い
て 

 

名
古
屋
市
建
築
協
定
連
絡
協
議
会
で
は
、
活
動
に

対
す
る
ご
意
見
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
頂
い
た
ご

意
見
等
に
つ
い
て
は
役
員
会
に
て
検
討
の
う
え
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
へ
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。（
事
務
局
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。） 

  

■
事
務
局
の
異
動
の
お
知
ら
せ 

〈
退
任
〉
高
橋
係
長 

堀
江
技
師 

坂
倉
技
師 

〈
新
任
〉
武
長
係
長 

吉
川
技
師 

山
口
技
師 

■
新
任
挨
拶 

（
武
長
係
長
） 

 

日
頃
は
、
本
市
建
築
行
政
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
４
月
に
着

任
し
ま
し
た
武
長
と
申
し
ま
す
。 

着
任
し
て
以
降
、
５
月
に
は
建
築
協
定
連
絡
協
議
会

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
活
動

を
お
聞
き
す
る
な
か
で
、
皆
様
の
建
築
協
定
に
対
す
る

想
い
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

建
築
協
定
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
が
主
体
と
な
っ

た
、
良
好
な
街
づ
く
り
を
一
層
広
げ
て
い
け
る
よ
う
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
吉
川
技
師
） 

 

こ
の
４
月
か
ら
建
築
指
導
課
で
建
築
協
定
の
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
精
一
杯
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
山
口
技
師
） 

 

今
年
度
か
ら
、
建
築
協
定
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
不
慣
れ
な
点

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

●
編 

集 

後 

記
● 

 

街
づ
く
り
な
ご
や
二
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

今
回
の
特
集
記
事
は
、
杉
山
正
大
氏
の
講
演
「
名
古

屋
の
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
」
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
古
代
か
ら
の
名
古
屋
の
ま
ち
の
変
遷
を
知
る

こ
と
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
一
読

く
だ
さ
い
。 

建
築
協
定
は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
有
力
な
手
段

で
す
。
現
在
、
各
地
で
ま
ち
づ
く
り
運
動
が
活
発
化
し

て
い
る
中
で
、
建
築
協
定
が
も
っ
と
一
般
に
理
解
さ
れ
、

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す

。 
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